
アーツ・アンド・クラフツとデザイン 
ウィリアム・モリスからフランク・ロイド・ライトまで 

2022年度- 

産業化・工業化の発展した19世紀英国、アーツ・アンド・クラフツ運動は、質の高い手仕事によっ
て芸術と生活を統合することを目指し、多くの芸術家によって実践されてきました。運動の礎に
は、ウィリアム・モリス（1834-1896）のものづくりに対する理念と、彼の商会などでの制作活
動がありました。その流れを受け、工芸や建築など多分野で制作・議論を行い、優れた室内装飾
品を多く展示したアーツ・アンド・クラフツ展覧会協会では、ウォルター・クレイン（1845-
1915）やC・F・A・ヴォイジー（1857-1941）、W・A・S・ベンソン（1854-1924）が活躍
しました。運動の影響はアメリカへも及び、ティファニー・スタジオなどの工房やフランク・ロイ
ド・ライト（1867-1959）は、手仕事に機械を導入し、英国とは違った発展を遂げてゆきます。 

本展では、テキスタイル、壁紙、家具、金工、ジュエリー、ガラス、ステンドグラスなど、多様な
分野でその実践をご覧いただこうとするものです。地域や制作のスタイルは変わっても、優れたデ
ザインは人々の生活を豊かにする、その理念が変わらずあることを感じていただけるのではない
でしょうか。 
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出品作品 : 
◦ 約 151点 

会期・会場 : 
2022年度  
◦ふくやま美術館... 2022年4月9日(土)～2022年6
月5日(日) 

<画像> 
上： 
チャールズ・アンズリー・フランシス・ヴォイジー（1857-
1941） 
《ポピー》 
1895年頃 
photo : ©Brain Trust Inc. 
 
下： 
ティファニー・スタジオ 
《テーブルランプ》 
1910年頃:  
©Brain Trust Inc. 
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ご注意 : 掲載されている画像・写真・テキストを含むすべてのコンテンツに関する著作権は株式会社ブレーントラスト
に帰属するか、または使用が許可されており、日本の著作権法および国際条約によって保護されています。特に断り
書きのある場合を除き、これらを許可なく利用・複製・再配布・出版することを禁じます。

https://www.city.fukuyama.hiroshima.jp/site/fukuyama-museum/

	アーツ・アンド・クラフツとデザイン
	2022年度-
	出品作品 :
	会期・会場 :

